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東京学芸大学名誉教授

　「生命の安全教育」では、小学生は「自分だけの大切なところ」、「自分と他の人を守るため
のルール」、「自分と他の人との距離感」、「SNSを使うときに気をつけること」などについて学
びます。これらは他教科にも範囲の及ぶ内容ですが、保健は特に重要な学習の機会となります。
新しい光文書院の教科書には、５年生の「心の健康」の「はってん」に、「自分と人とのきょ
り感」が取り上げられています。性暴力のきっかけの一つとして、自分と他の人とは「いやだ」
と感じる距離感の違いがあり、自分の距離感が他の人に守られないと不快な気持ちになり、性
暴力にもつながる危険性があります。人との距離感を守るためには互いに同意が必要であり、
それが守られない場合は「いやだ」と相手へ伝えたり、信頼できる大人へ相談したりすること
を学びます。また、人との距離感は身体上の距離感だけではなく、SNS使用の場面でも当ては
まります。SNSを通じてしつこく誘ってくるような場合も、自分の距離感を守ることが大切です。

新しい『小学保健』で学べる「生
い の ち

命の安全教育」の視点
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令和６年度の
新しい教科書の詳細は、
Webサイトでも
紹介しています。

詳しくはこちら▶▶

自分のことだけ、相手
の考えだけを優先する
のではなく、相手の立
場にたって考えながら、
自分の意見もきちんと
伝えることが、よりよ
いコミュニケ―ション
につながるということ
を、事例をもとに考え
させます。

「生命の安全教育」の
視点を取り入れ、「自
分と人とのきょり感」
をテーマに資料を掲載
しています。人によっ
て大丈夫だと感じる境
界線は違うこと、自分
の体や心の距離感は自
分で決めてよいこと、
SNSの注意点などをま
とめています。

　保健の学習では、５年「心の健康」で、人とのよりよいコミュニケー
ションが大切であることを学びます。他者との関係性づくりという視点
で、今子どもたちに伝えたい内容を、令和６年度版小学校保健教科書の
監修者である渡邉正樹先生に伺いました。

自分も相手も大切にする
コミュニケーション

子どもたちと考えたい
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